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電気 空調 衛生 その他 外壁面設備器具取付け（１）

- ○ - ○

　■外壁に設置するベントキャップ

　　　従来、給気口の形状は設置場所によって選定されおり、 

　　　一般的には雨線内であれば平型グリル、妻側では深型

　　　フードが採用されています。　

　　　しかし、雨線内であっても側面からの雨水の浸入のお

　　　それがある場所への設置や、庇の短いサービスバルコ

　　　ニーなどへの設置では、深型フードなどの雨水の浸入

　　　が抑えられる形状の製品を選定する必要があります。　　　

　　　また、妻側への設置は深型フードより耐雨性能が高い

　　　超深型フードの選定を考える必要があります。

　　　・ベントキャップの種類は多種多様なので取り付け場所に適したものとしてください。

　　　・ベントキャップの種類によっては、圧損が変わるので、機器の静圧に影響を与えます。

　　　・FD付の場合は点検できるか確認します。

　　　・ベントキャップ廻りのシール工事は、建築工事に依頼します。(責任所在明確化）

　　　・防虫網取付の場合、給気用は目詰まりを起こしやすいので点検を考慮した計画としましょう。

　　　□設置場所は雨線内・雨線外のどちらですか。

　　　□設置場所は高層階ですか。

　　　・雨水の浸入により水損が発生します。
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